
由布市湯布院町
みぞ ぐち　　　とよ とし

溝口　豊敏さん（40）

　「
日
本
で
は
、
子
ど
も
の
６
人
に
１
人
が
相

対
的
貧
困
状
態
」と
い
う
話
を
聞
い
た
。食
糧

に
困
っ
て
い
る
人
が
い
る
一
方
で
、
品
質
に

問
題
が
な
い
食
品
の
廃
棄
は
年
間
８
０
０
万

ト
ン
に
上
る
と
い
う
。余
っ
て
い
る
食
べ
物

を
困
っ
て
い
る
人
へ
届
け
る
「
フ
ー
ド
バ
ン

ク
」の
取
り
組
み
が
全
国
で
広
が
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
昨
今
で
は
地
域
で
子
ど
も
に
食
事

を
提
供
す
る「
子
ど
も
食
堂
」の
設
立
も
増
え

て
い
る
。大
分
市
で「
つ
る
子
ど
も
食
堂
」を

運
営
す
る
大
分
県
医
療
生
協
の
山
下
藍
さ
ん

は
、「
困
難
を
抱
え
る
子
ど
も
の
た
め
の
食
堂

と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
と
子
ど
も
達

が
繋
が
る
場
に
し
た
い
と
活
動
し
て
い
ま

す
。誰
で
も
気
軽
に
遊
び
に
き
て
ほ
し
い
」と

話
す
。同
食
堂
は
毎
月
第
４
土
曜
日
に
中
学

生
以
下
は
０
円
で
食
事
を
提
供
し
て
い
る
。

　
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
た「
食
」の
問
題

を
知
り
、
あ
ら
た
め
て「
農
業
」の
重
要
性
や

地
域
と
の
繋
が
り
の
大
切
さ
を
考
え
さ
せ
ら

れ
た
。
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がんばる若者を応援します！ ①現在の仕事内容
②仕事で苦労したこと
③仕事で喜びを感じること

④自分のチャームポイント
⑤休日の過ごし方
⑥10年後の自分は？

①中山間地で主食用米約３
ヘクタール、原木乾燥椎茸
約700㎏、ほうれん草約25
アールを栽培しています。

②平成28年の３月から本格
的に就農しました。草刈な
どの体力作業が大変です。

③自分で育てた農作物を収
穫できたときですね。

④なんでも吸収しようと頑
張っている姿。

⑤子どもと遊び回っています。
⑥中山間地ならではの省力

化に取り組み、規模拡大を
目指します。

杵築市
ふじ  わら　　　みつ あき

藤原　光章さん（30）

杵築市
ふじ  わら　　　みつ あき

藤原　光章さん（30）

①イチゴを20アール栽培し
ています。

②苗の管理や出荷の準備を
していますが、人手が欲し
いところです。

③イチゴの苗の成長を見る
たびに喜びを感じます。

④笑顔　　
⑤友達と飲み会、ドライブ。
⑥イチゴもそうですが、人間

としても「成長」していたい。

①イチゴを20アール栽培し
ています。

②苗の管理や出荷の準備を
していますが、人手が欲し
いところです。

③イチゴの苗の成長を見る
たびに喜びを感じます。

④笑顔　　
⑤友達と飲み会、ドライブ。
⑥イチゴもそうですが、人間

としても「成長」していたい。

【作り方】
①貝柱、きくらげ、ハムを水とスープの素で煮る。
②牛乳を入れ、塩・こしょうで味付けし、水とき片

栗粉でとろみをつける。
③ゆでたチンゲン菜を入れ、仕上げにゴマ油を加える。
※具材はおこのみで工夫してみてください。

【材料】（１人前）

チンゲン菜と
　貝柱のクリーム煮

農業のかたわら、地域活動栄養士
として活躍している。

さとう　ひろみレシピ提供
竹田市荻町 佐藤 弘美さん

「NOSAIおおいた」は、大分県農業を支える農業共済組合です
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災
害
に
学
ぶ  

大
分
県
防
災
対
策
室
よ
り

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ  

組
合
長
理
事  

阿
部 

順
治

特　集

チンゲン菜 …………………… 50g
冷凍貝柱（Sサイズ）…………… 50g
きくらげ（もどしたもの） …… 少々
ハム …………………………… １枚
中華スープの素 ……………… ２g
水 ……………………………… 1/2カップ
牛乳 …………………………… 1/2カップ
ゴマ油 ………………………… １g
塩・こしょう …………………… 適量
水とき片栗粉 ………………… 適量



　

こ
の
た
び
発
生
し
た
「
平
成
28
年
熊
本
地
震
」

の
被
害
状
況
と
大
分
県
の
取
り
組
み
、
ま
た
南
海

ト
ラ
フ
地
震
の
被
害
予
測
に
つ
い
て
、
大
分
県
生

活
環
境
部
防
災
局
防
災
対
策
室
の
田
邉
室
長
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

地
震
の
県
内
被
害
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
ま

す
か
？

　
今
回
の
地
震
で
は
人
的
被
害
で
は
、
重
傷
者
11

人
、
軽
傷
者
22
人
、
幸
い
に
も
死
者
は
発
生
し
ま

せ
ん
で
し
た
。
直
下
型
の
地
震
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
揺
れ
の
激
し
か
っ
た
別
府
市
、
由
布
市
を
中

心
に
住
家
、
非
住
家
含
め
住
宅
被
害
が
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
。
各
市
町
村
で
の
罹
災
証
明
の
申
請

ま
た
は
発
行
件
数
を
元
に
11
月
８
日
時
点
で
総
数

９
，
１
２
８
棟
の
建
物
被
害
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
は
地
震
発
生
時
、
簡
易
水

道
の
被
害
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

建
物
で
は
ど
う
い
っ
た
被
害
が
多
か
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
？

　
建
物
被
害
の
ほ
と
ん
ど
は
壁
が
落
ち
る
、
瓦
が

落
ち
る
、
ヒ
ビ
が
入
る
な
ど
の
一
部
損
壊
が
圧
倒

的
に
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
別
府
市
・
由
布
市

で
は
全
壊
・
半
壊
・
一
部
損
壊
と
大
き
な
被
害
が

み
ら
れ
ま
す
。

　
被
害
状
況
に
つ
い
て
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
し
て
い
ま
す
。
本
来
速
報
と
い
う
形
で
、
１

週
間
程
度
で
打
ち
切
り
ま
す
が
、
大
き
な
災
害
の

場
合
そ
の
後
の
被
害
の
拡
大
も
あ
り
ま
す
の
で
、

情
報
の
把
握
と
公
開
に
努
め
て
い
ま
す
。
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災
害
に
学
ぶ

　
大
分
県
を
襲
っ
た
「
平
成
28
年
熊
本
地
震
」

　

県
内
で
は
住
宅
等
を
中
心
に
大
き
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
、

ま
た
、
全
国
で
は
10
月
に
「
鳥
取
県
中
部
の
地
震
」
が
発
生
し
、

11
月
の
福
島
県
沖
の
地
震
で
は
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

　

自
然
の
脅
威
を
経
験
し
た
今
、
今
後
発
生
す
る
と
予
測

さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
に
備
え
、
あ
ら
た
め
て

防
災
・
減
災
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

建物被害（住家8,006棟）
全壊（９棟）

大分市 別府市 中津市 日田市 佐伯市 臼杵市 津久見市 竹田市 豊後
高田市

1 4 0 0 0 0 0 1 0

杵築市 宇佐市 豊後
大野市 由布市 国東市 姫島村 日出町 九重町 玖珠町

0 1 0 1 0 0 0 1 0

半壊（214棟）

大分市 別府市 中津市 日田市 佐伯市 臼杵市 津久見市 竹田市 豊後
高田市

1 69 1 0 0 0 0 6 0

杵築市 宇佐市 豊後
大野市 由布市 国東市 姫島村 日出町 九重町 玖珠町

0 0 0 125 0 0 0 11 1

一部損壊（7,783棟）

大分市 別府市 中津市 日田市 佐伯市 臼杵市 津久見市 竹田市 豊後
高田市

91 4,894 19 90 3 0 10 145 0

杵築市 宇佐市 豊後
大野市 由布市 国東市 姫島村 日出町 九重町 玖珠町

2 20 44 2,234 0 0 19 199 13

※その他非住家（1,122棟）
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県
内
の
被
害
金
額
に
つ
い
て
は
、
発
生
後
の
５

月
時
点
で
把
握
で
き
た
被
害
が
概
算
で
95
億
円

（
高
速
道
路
被
害
、観
光
被
害
は
含
ま
ず
）。
今
後
、

災
害
査
定
が
行
わ
れ
実
際
の
被
害
金
額
が
分
か
り

ま
す
。

過
去
に
こ
れ
ほ
ど
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
地
震
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
は
、
１
９
７
５
年
の

「
大
分
県
中
部
地
震
」
で
す
。
湯
布
院
町
扇
山
、

庄
内
町
内
山
付
近
を
震
源
と
し
た
地
震
が
発
生

し
、
家
屋
を
中
心
に
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

当
時
の
建
築
基
準
を
満
た
し
て
い
た
九
重

レ
ー
ク
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
の
一
階
部
分
が
潰
れ
た

写
真
は
覚
え
て
い
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
こ
の
地
震
を
機
に
県
下
各
地
で
防
災
訓

練
が
は
じ
ま
る
な
ど
、
大
分
県
の
防
災
対
応
の
転

換
点
に
な
っ
た
災
害
と
い
え
ま
す
。

　

過
去
、
特
に
被
害
を
及
ぼ
し
た
地
震
の
震
源

は
、
伊
予
灘
、
別
府
湾
、
豊
後
水
道
、
日
向
灘
、

南
海
道
沖
、
ま
た
臼
杵-

八
代
構
造
線
、
中
央
構

造
線
及
び
別
府-

島
原
地
構
帯
の
活
断
層
が
分
布

す
る
領
域
で
す
。

　
大
分
県
で
も
過
去
最
大
の
地
震
と
い
わ
れ
て
い

る
１
７
０
７
年
の
「
宝
永
地
震
（
Ｍ
８・４
）」
で

は
、
佐
伯
市
米
水
津
の
養
福
寺
で
11
・
５
ｍ
の

津
波
が
到
達
し
た
と
さ
れ
る
記
録
が
残
っ
て
い

ま
す
。

大
分
県
の
防
災
に
お
け
る
取
り
組
み
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
大
分
県
で
は
東
日
本
大
震
災
を
受
け
て
、
平
成

25
年
に
津
波
被
害
が
想
定
さ
れ
る
３
つ
の
震
源
に

関
す
る
被
害
想
定
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

①
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震

②
別
府
湾
の
地
震

③
周
防
灘
断
層
主
部

　
そ
の
中
で
、
今
後
30
年
以
内
に
70
％
、
50
年
以

内
に
90
％
の
確
率
で
発
生
が
予
測
さ
れ
て
い
る
南

海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
を
近
々
の
課
題
と
し
て
防

災
・
減
災
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

防
災
に
は
二
つ
大
き
な
枠
組
み
が
あ
り
ま
し

て
、
ひ
と
つ
は
「
地
域
防
災
力
の
向
上
」、
そ
し

て
「
行
政
の
即
応
体
制
の
強
化
」
で
す
。
防
災
で

は「
自
助・共
助・公
助
」
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
、

「
共
助
」
が
地
域
防
災
力
で
あ
り
、「
公
助
」
が
大

規
模
災
害
を
想
定
し
た
人
的・物
的
な
支
援
体
制・

運
用
体
制
を
整
え
る
行
政
の
役
割
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
防
災
・
減
災
対
策
に
お
い
て
は
自
分
の
命

は
自
分
で
守
る
「
自
助
」
が
大
切
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。「
自
助
」
を
向
上
さ
せ
る
に
は
、
何
よ
り

県
民
の
方
々
に
防
災
・
減
災
意
識
を
高
め
て
も
ら

う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
防
災
・
減
災
意
識
の
啓
発
に
は
２
本
の
柱
が
あ

り
ま
す
。

自
主
防
災
力
の
強
化

防
災
士
の
養
成

　
ま
ず
自
主
防
災
力
の
強
化
で
は
「
防
災
士
」
の

養
成
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
自
主
防
災
活
動
に

は
地
域
の
防
災
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
人
材
が
必
要

で
す
。
大
分
県
で
は
平
成
24
年
か
ら
防
災
士
を
養

成
す
る
取
り
組
み
を
県
・
市
町
村
と
協
力
し
て

行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
度
末
時
点
で
県
内
に

７
，
５
９
２
名
。
こ
れ
は
全
国
で
２
番
目
。
人
口

当
た
り
で
す
と
全
国
で
最
も
多
い
数
と
な
っ
て
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
数
が
多
い
だ
け
で
は
ダ
メ
で
す

県内に被害を及ぼした地震
発生年月日 地震発生地域 県内の被害の概要

1596年９月４日（慶長元）
慶長豊後地震

別府湾
Ｍ＝7.0±１／４

高崎山が崩壊。湯布院、日出、佐賀関で山崩れ。府内（大分）、佐賀関で家屋倒れ。
津波（４ｍ）により大分付近の村里はすべて流れる。

1707年10月28日（宝永４）
宝永地震

五畿七道
Ｍ＝8.4

我が国最大級の地震の１つ。県内で大分、杵築、鶴崎、佐伯で震度５～６であった。
津波が別府湾、臼杵湾、佐伯湾に来襲した。

1854年12月24日（安政元）
安政南海地震

畿内、東海、東山、北陸、
南海、山陰、山陽道

Ｍ＝8.4

前日発生した安政東海地震の32時間後に発生した。県内では、別府で震度５～６で
あった。府内藩で家潰4,546軒、死者18人、臼杵藩で家潰500軒。津波は佐伯で２ｍ。

1946年12月21日（昭和21）
南海地震

東海道沖
Ｍ＝8.0

被害は西日本の太平洋側、瀬戸内に及んだ。津波も発生し、房総半島から九州沿岸を襲った。県内では
震度３～５、津波は約１ｍであった。被害は死者４、負傷10、建物倒壊36、半壊91、道路の破損８。

1975年４月21日（昭和50）
大分県中部地震

大分県中部
Ｍ＝6.4

湯布院町扇山、庄内町内山付近を震源。地震前には山鳴り、地震時には発光現象がみ
られた。震度は湯布院で５、大分４、日田、津久見３であった。被害の区域は庄内町、
九重町、湯布院町、直入町と狭かったが、家屋の被害はひどく、庄内町丸山、九重町
寺床ではほとんどの家屋が全壊または半壊であった（大分県災異誌等による）。

倒壊した九重レークサイドホテル（湯布院町）

県
内
の
被
害
金
額
は
ど
の
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
？
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の
で
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
研
修
や
、
防
災
士
の

方
々
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度

　

ま
た
、「
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
と
い
う
制
度

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
防
災
士
や
気
象
予
報
士
の

方
々
を
講
師
と
し
て
、
年
間
１
０
０
回
ほ
ど
自
治

会
や
町
内
会
、
校
区
の
集
会
に
派
遣
を
し
て
い
ま

す
。
内
容
的
に
は
講
話
か
ら
家
具
の
固
定
方
法
な

ど
の
実
技
指
導
、
地
域
の
防
災
訓
練
の
お
手
伝
い

な
ど
、
要
望
に
応
じ
て
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
、
自
主
防

災
組
織
の
意
識
・
能
力
向
上
を
図
っ

て
い
ま
す
。

防
災
行
動
力
の
強
化

防
災
グ
ッ
ズ
フ
ェ
ア

　
防
災
行
動
力
の
強
化
で
す
が
、
９

月
の
防
災
週
間
に
あ
わ
せ
て
、
防
災

グ
ッ
ズ
の
フ
ェ
ア
を
行
っ
て
い
ま

す
。
県
内
の
量
販
店
（
56
店
舗
）
と

協
定
を
結
ん
で
い
ま
し
て
、
期
間
中

に
防
災
グ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る

な
ど
、
防
災
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら

う
た
め
の
取
り
組
み
を
し
て
い
ま

す
。
協
定
を
結
ん
で
い
る
量
販
店
と

は
、
災
害
時
の
物
資
の
支
援
協
定
を

結
ん
で
い
ま
す
。
今
回
の
熊
本
地
震

地震体験車「ユレルンダー」

「県民安全・安心メール」の登録には
まず e@bousai-oita.jp に空メールを送信

で
は
地
震
後
か
ら
雨
が
予
想
さ
れ
、
ビ
ニ
ー
ル

シ
ー
ト
の
備
蓄
が
足
り
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
行
政
の
備
蓄
に
も
限
界
が
あ
り
ま
す
の

で
、
協
定
を
結
ぶ
流
通
業
者
の
在
庫
を
活
用
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

県
民
防
災
ア
ク
シ
ョ
ン
デ
ー

　
６
月
と
11
月
に
県
民
防
災
ア
ク
シ
ョ
ン
デ
ー
と

し
て
県
下
一
斉
避
難
行
動
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
県
下
一
斉
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
、
個
人
や

地
域
で
避
難
行
動
を
考
え
て
い
た
だ
く
訓
練
を

行
っ
て
い
ま
す
。

地
震
体
験
車
「
ユ
レ
ル
ン
ダ
ー
」

　

新
し
い
取
り
組
み
と
し
て
は
、
地
震
体
験
車

「
ユ
レ
ル
ン
ダ
ー
」
を
県
下
各
地
の
消
防
署
を
通

じ
て
、
小
学
校
、
中
学
校
、
イ
ベ
ン
ト
等
に
派
遣

し
て
い
ま
す
。
実
際
の
地
震
の
揺
れ
（
９
種
類
）

を
体
験
す
る
こ
と
で
、
災
害
時
の
行
動
に
つ
い
て

学
べ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

災
害
時
の
情
報
発
信
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い

ま
す
か
？

「
県
民
安
全
・
安
心
メ
ー
ル
」

　
こ
れ
は
是
非
、
県
民
の
皆
様
に
お
願
い
し
た
い

の
で
す
が
。
大
分
県
で
は
大
雨
や
洪
水
な
ど
の
気

象
警
報
や
津
波
警
報
・
注
意
報
、
避
難
勧
告
・
指

示
と
い
っ
た
防
災
情
報
等
を
、
携
帯
電
話
や
パ
ソ

コ
ン
へ
電
子
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

登
録
料
・
情
報
料
は
無
料
で
す
。

　
迅
速
に
避
難
行
動
を
と
る
た
め
に
は
、
災
害
時

の
詳
細
な
情
報
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
是
非
、
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。
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平
成
25
年
に
行
わ
れ
た
被
害
想
定
調
査
で

は
、
最
大
ク
ラ
ス
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
の
地
震

が
、
被
害
が
大
き
く
な
る
冬
の
夕
方
の
時
間
帯
で

発
生
し
た
場
合
、
人
的
被
害
で
は
死
者
数
が
約

２
万
２
，
０
０
０
人
。
建
物
被
害
に
つ
い
て
は
、

全
壊
や
焼
失
が
約
３
万
棟
と
予
測
さ
れ
て
い
ま

す
。
震
度
に
つ
い
て
は
大
分
市
、
佐
伯
市
、
豊
後

大
野
市
で
震
度
６
強
、
そ
の
他
県
内
で
も
震
度
５

弱
～
６
弱
の
揺
れ
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
県
内
に
お
け
る
最
大
の
津
波
の
高
さ
は

13
・
63
ｍ
。
１
ｍ
の
津
波
の
最
短
到
達
時
間
は
26

分
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
同
時
に
、
早
期
避
難
率
が
高
い
場
合
に

は
、
死
者
数
が
約
７
０
０
人
に
ま
で
減
少
す
る
想
定

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
想
定
は
想
定
と
し
て
、
な
に

よ
り
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
被
害
を
抑
え
る
た
め
に
は
、
地
震･

津
波
が
発
生

し
た
際
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
迅
速
か
つ
的
確
な

避
難
行
動
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
自
主
防
災

南海トラフ（陸側）による
震度分布

←最大津波高　 
　　T.P.13.63m

【参考】市町村別最大震度一覧表
市町村 南海トラフ 別府湾 周防灘

大分市 ６強 ７ ５強

別府市 ５強 ７ ５弱

中津市 ５弱 ５強 ６弱

日田市 ５強 ５弱 ５弱

佐伯市 ６強 ５弱 ４

臼杵市 ６弱 ６弱 ４

津久見市 ５強 ５強 ４

竹田市 ６弱 ６弱 ４

豊後高田市 ５弱 ５強 ６強

杵築市 ６弱 ７ ５強

宇佐市 ５強 ６強 ６弱

豊後大野市 ６強 ６弱 ５弱

由布市 ５強 ７ ５弱

国東市 ５強 ６弱 ６弱

姫島村 ５弱 ４ ５強

日出町 ５強 ７ ５弱

九重町 ５強 ６強 ４

玖珠町 ５強 ６強 ５弱

死者数…21,923人
負傷者…6,325人
通勤・通学者のうち、帰宅困難者数…70,230人
全焼・消失…30,095棟
半壊…30,652棟
断水の影響（地震直後）…約37万４千人
停電する世帯…約４万３千世帯
経済被害額…１兆７千億円

一番被害が大きい時間帯の冬の18時の場合
（南海トラフの巨大地震）

７

６強

６弱

５強

５弱

４

３以下

震度階

10 - 14

7 - 10

5 - 7

3 - 5

2 - 3

0 - 2

津波高例
単位：T.P.m

南海トラフ（Case11）による
沿岸部の最大津波高分布

南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
の
被
害
予
測
に
つ

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。
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組
織
や
自
治
会
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

特
性
を
反
映
さ
せ
た
避
難
行
動
計
画
を
あ
ら

か
じ
め
作
成
し
、
こ
れ
に
沿
っ
た
避
難
訓
練

等
の
実
践
、
検
証
、
計
画
の
見
直
し
を
繰
り

返
し
行
う
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。

　

現
在
、
県
内
で
は
防
災
に
関
す
る
研
修
を

含
む
何
ら
か
の
取
り
組
み
を
、
自
主
防
災
組

織
や
自
治
会
の
約
54
％
が
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
を
よ
り
高
く
す
る
た
め
に
、
そ
の
中
心
と

な
る
の
が
、
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る

防
災
士
に
な
る
わ
け
で
す
。

　

大
分
県
で
は
毎
年
、
各
振
興
局
単
位
の
県

内
７
箇
所
（
大
分
市
は
除
く
）
で
防
災
士
の
試

験
を
行
っ
て
い
ま
す
。
各
市
町
村
に
よ
り
自
治

会
か
ら
の
推
薦
が
必
要
な
ど
、
要
件
が
異
な
り

ま
す
が
、
興
味
の
あ
る
方
は
最
寄
り
の
市
町
村

に
お
問
い
合
せ
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　

大
事
な
こ
と
は
、
災
害
が
起
こ
っ
た
と
き

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
家
族
の
中
や
地
域
で

日
頃
か
ら
話
し
合
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。

そ
し
て
訓
練
等
で
繰
り
返
し
避
難
路
や
危
険

箇
所
の
確
認
を
お
願
い
し
た
い
。
そ
れ
が
減

災
の
第
一
歩
と
考
え
ま
す
。

　
４
月
の
地
震
で
は
、
ま
だ
ま
だ
準
備
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
部
分
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し

た
。
次
の
災
害
に
備
え
て
の
取
り
組
み
を
共
に

進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

地震発生! その時あなたはどうする？

大分県防災対策室のホームページでは様々な防災・減災
対策の情報を公開していますのでご活用下さい。

屋内にいた場合 屋外にいた場合

【おおいた防災ポータル】で検索
http://www.pref.oita.jp/site/bosaiportal/

×

家の中
⃝ 「すぐに物が落ちてこない・

倒れてこない・移動しない」
場所に移動し、姿勢を低く
して身体や頭を守る。（テー
ブルの下に隠れるなど。）

＜揺れが収まってから＞
⃝  外へ逃げる時は、落下物に

注意を。
⃝ 裸足で歩き回らない。
⃝  乳幼児や病人、お年寄りな

ど災害弱者の安全確保を。

デパートやスーパー
⃝  買い物カゴなどで頭を保護、

陳列棚や大型商品から離れ
る。柱や壁際に身を寄せ係
員の指示を聞く。

＜揺れが収まってから＞
⃝  火災が発生したら煙とは逆

の非常口へ

劇場・映画館
⃝  広い空間は天井が落下する

危険性がある。席の間など
に身を寄せる

＜揺れが収まってから＞
⃝  あわてて非常口に殺到しな

い。将棋倒しなどの二次災
害を避けよう。

集合住宅
⃝  エレベーターの中で地震に

あった時は、すべての階の
ボタンを押し、停止した階
で外に出る。

＜揺れが収まってから＞
⃝  ドアや窓を開けて逃げ道を

確保する。
⃝  避難にエレベーターは絶対

に使わない

路上
⃝  落下物から身を守る。カバ

ンなどで頭を守りながら、
広い場所へ避難。

⃝  ブロックや自販機などには
近づかない。

⃝  新しいビルは耐震性がある
ので、ビル内に避難するの
もよい。

自動車の運転中
⃝  ハザードランプを点灯して

徐々に減速、交差点を避け
て左側に寄せてエンジンを
停止し待機。

＜揺れが収まってから＞
⃝  ラジオで地震情報を聞く
⃝  避難するときは鍵はつけた

まま、ドアロックをせず、連
絡先メモを残し、貴重品や
車検証を持ってから逃げる

電車の中
⃝  急停車することがあるので、

つり革や手すりにしっかり
とつかまる。

⃝ 駅員や乗務員の指示に従う。
＜揺れが収まってから＞
⃝  指示がないかぎりは不用意

に車外に出ない。

海岸付近
⃝  すみやかに高台や近隣の高

いビルなどの避難場所へ避
難する

⃝  注意報や警報が解除される
まで、絶対に海岸には近づ
かない。
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おくすり手帳があなたを守る!!
　大規模災害によって医療インフラが大きな被害を受けた
とき、薬の履歴などが分かる「おくすり手帳」はスムーズ
に治療を受け、お薬をもらうために非常に重要です。いつ
でも持ち出せるよう準備しておきましょう。

取材協力：公益社団法人　大分県薬剤師会

　モバイル・ファーマシー（ＭＰ）は東日本大震
災を経験した「宮城県薬剤師会」が、全国に先駆
けて開発・導入しました。
　現在、全国で同様の車両は５台整備されており、
大分県でも「大分県薬剤師会」が平成 26年に導入
しました。

モバイル・ファーマシーとは
　モバイル・ファーマシーは薬局の機能を備えた
災害対策用の医療品供給車両です。大規模な災害
によって薬局の機能が停止したとき、医薬品が提
供できない被災地にすばやく駆け付け、医師の処
方薬を提供します。

東日本大震災を教訓に
　東日本大震災では、津波で多くの薬局が流され、
医療品の供給が絶たれました。全国から薬剤師の
派遣や薬の支援が行われましたが、薬剤の調合に
必要な機器がなく、苦労した経験からＭＰが考案
されました。

災害時の強い味方
　ＭＰには、通常の薬局にある機能が備えられてい
ます。また、発電機やソーラーパネル、給水タンク
等、被災地において自立的に活動ができるよう考え
られています。活動の長期化にも対応できるよう、
ベッドやトイレ、シャワーまで備えています。

「熊本地震」で活躍！
　「大分県薬剤師会」が導入したＭＰは、「熊本地震」
で初出動しました。地震が発生した翌日の15日に
は熊本県益城町に到着。現地で活動を開始してい
た災害派遣医療チーム（ＤＭＡＴ）と連携し、医
療品の調剤・供給・服薬指導等の活動を行いました。
16日未明に発生した２回目の地震では、大分県の
薬剤師２名がケガを負うなど、厳しい環境の中で
もその使命を果たし、被災地医療に貢献しました。
今後、大分県で発生が予想される大規模災害での
活躍が期待されています。

災害時の健康を守る!
モバイル・ファーマシー
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謹
賀
新
年

本
年
も
よ
ろ
し
く

　

 

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

組
合
長
理
事	

阿
部　

順
治

副
組
合
長
理
事	

大
塚　

惟
敬

理　

事	

平
岡　

寛
二

理　

事	

甲
斐　

善
馬

理　

事	

岩
本　

龍
年

理　

事	

髙
瀬　

義
德

理　

事	

森　
　

宗
一

理　

事	

佐
藤　

勇
夫

理　

事	

栁
井　

正
二

理　

事	

山
田　

定
男

理　

事	

武
藤　

英
敏

理　

事	

長
野　

幸
生

理　

事	

三
上　

忠
治

理　

事	

上
野　

勝
美

理　

事	

宮
川　

竹
則

理　

事	

江
藤　

正
隆

代
表
監
事	

佐
藤　
　

茂

監　

事	

小
野　

範
義

監　

事	

宇
都
宮　

巧

	

　

職
員
一
同

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
お
健
や
か
に
初
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
旧
年
中
は
農
業
共
済
事
業
に
つ
き
ま
し

て
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
衷
心
よ
り

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
28
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
梅

雨
明
け
か
ら
の
少
雨
に
悩
ま
さ
れ
、
一
方
で
台

風
は
相
次
い
で
発
生
し
ま
し
た
。
そ
し
て
な
に

よ
り
「
熊
本
地
震
」
と
い
う
未
曾
有
の
災
害
を

経
験
し
、
住
宅
等
を
中
心
に
甚
大
な
被
害
に
見

舞
わ
れ
ま
し
た
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
農
業
共
済
災
害
対
策
本
部
を

設
置
し
、
一
刻
も
早
く
共
済
金
を
お
届
け
す
る
た

め
、
役
職
員
が
一
体
と
な
り
、
被
害
状
況
の
把

握
、
適
正
な
損
害
評
価
に
取
り
組
み
、
年
内
の
共

済
金
支
払
い
を
ほ
ぼ
完
了
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。
改
め
て
被
災
さ
れ
た
組
合
員
の
皆
様
、
ご

家
族
の
皆
様
に
は
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
さ
て
、
農
政
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

と
大
き
な
関
わ
り
を
も
つ
収
入
保
険
制
度
の
導
入

に
向
け
て
の
検
討
が
着
々
と
進
ん
で
お
り
ま
す
。

政
府
・
与
党
で
は
本
年
で
の
法
改
正
に
向
け
て
準

備
を
進
め
る
な
ど
、
情
勢
は
急
激
に
変
化
し
て
お

り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
収
入
保
険
導
入
と
併
せ
て
農
業
共
済

制
度
の
抜
本
的
な
改
正
が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
頻
発
す
る
自
然

災
害
の
中
、
農
業
経
営
を
支
え
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
と
し
て
の
農
業
共
済
制
度
の
役
割
は
一
層

重
要
性
を
増
す
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
組
合
員
皆
様
の
負
託
に
応
え
る
べ

く
、
変
化
に
即
応
し
、
法
令
遵
守
に
基
づ
く
適
正

な
事
業
運
営
と
、
よ
り
一
層
の
事
業
推
進
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
組
合
員
皆
様
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
あ
い

さ
つ
と
致
し
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

組
合
長
理
事阿

部　

順
治
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11
月
15
日
に
大
分
県
社
会
福
祉
協
議
会
に
て「
感

謝
米
」
の
贈
呈
式
を
行
い
ま
し
た
。
阿
部
順
治
組
合

長
理
事
は
「
今
年
も
お
届
け
す
る
こ
と
が
で
き
て
う

れ
し
く
思
い
ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。
髙
橋
勉
会

長
常
務
理
事
よ
り
「
県
内
の
農
家
の
方
が
育
て
て
く

だ
さ
っ
た
お
米
を
子
ど
も
た
ち
は
と
て
も
喜
ん
で
食

べ
て
い
ま
す
」
と
お
礼
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

寄
贈
し
た
新
米
は
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
お
お
い
た
職
員

が
県
内
13
施
設
へ
お
届
け
し
ま
し
た
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
お
お
い
た
で
は
大
分
県
産
新
米

１
ト
ン
を
、
大
分
県
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行

を
通
じ
て
、
大
分
県
児
童
養
護
施
設
協
議
会
へ
寄

贈
し
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
豊
か
な
実
り
へ
の
感
謝
と

地
域
社
会
へ
の
感
謝
の
思
い
を
込
め
て「
感
謝
米
」

と
名
付
け
て
、
役
職
員
よ
り
寄
贈
し
て
い
ま
す
。

平
成
11
年
に
社
会
貢
献
の
ひ
と
つ
と
し
て
始
め
て

以
来
、
平
成
28
年
で
18
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

被
害
の
概
況

田
植
え
は
順
調
に
進
み
ま
し
た
が
、
大
雨
に

よ
り
水
管
理
が
で
き
ず
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
に

よ
る
食
害
が
地
域
的
に
発
生
し
ま
し
た
。
７
月

の
日
照
不
足
に
よ
り
、
分
け
つ
が
緩
慢
と
な
り

茎
数
は
や
や
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
梅
雨
明
け

か
ら
９
月
上
旬
ま
で
続
い
た
高
温
・
多
照
に
よ

り
天
水
や
た
め
池
を
利
用
す
る
耕
地
で
干
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
９
月
中
旬
か
ら
の
断
続

的
な
降
雨
に
よ
り
、「
ひ
と
め
ぼ
れ
」
を
刈
遅

れ
た
耕
地
で
倒
伏
と
穂
発
芽
を
発
生
さ
せ
、
登

熟
期
の
「
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
」
は
登
熟
不
良
と
な
っ

た
耕
地
も
あ
り
ま
し
た
。

獣
害
に
よ
る
被
害
面
積
は
、
前
年
よ
り
減

少
し
ま
し
た
が
、
収
穫
皆
無
と
な
っ
た
耕
地

も
多
く
、
依
然
と
し
て
獣
害
が
被
害
の
大
き

な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

支
払
い
見
込
み
共
済
金

（
支
所
別
の
内
訳
）

東
部
支
所
管
内	

約
１
，
２
０
０
万
円

中
西
部
支
所
管
内	

約
２
，
１
０
０
万
円

南
部
支
所
管
内	

約
５
，
１
０
０
万
円

北
部
支
所
管
内	
約
３
，
２
０
０
万
円

（
平
成
28
年
12
月
2
日
現
在
）

被
害
の
概
況

平
成
28
年
産
麦
は
、
播
種
期
の
断
続
的
な

降
雨
で
発
芽
不
良
と
な
っ
た
耕
地
が
発
生
し

ま
し
た
。

ま
た
、
11
月
中
旬
か
ら
の
温
暖
傾
向
に
よ

る
生
育
過
剰
と
、
２
月
の
日
照
不
足
で
穂
に

な
り
に
く
い
弱
勢
茎
が
多
発
し
ま
し
た
。

出
穂
後
の
高
温
多
雨
及
び
日
照
不
足
は
、
根

に
か
か
る
ス
ト
レ
ス
が
大
き
く
、
粒
重
は
軽

く
厚
み
も
薄
く
、
減
収
や
品
質
低
下
と
な
る

被
害
が
県
下
全
域
に
発
生
し
ま
し
た
。

支
払
い
見
込
み
共
済
金

１
億
５
，
７
０
０
万
円
の
う
ち
、
引
受
の
一

筆
方
式
に
つ
い
て
は
10
月
に
約
２
０
６
万
円

（
58
戸
）
を
お
支
払
し
ま
し
た
。
災
害
収
入
方

式
は
農
水
省
の
認
定
後
お
支
払
し
ま
す
。

（
支
所
別
の
内
訳
）

東
部
支
所
管
内	

約
１
，
７
０
０
万
円

中
西
部
支
所
管
内	

約
９
０
０
万
円

南
部
支
所
管
内	

約
１
，
１
０
０
万
円

北
部
支
所
管
内	

約
１
億
１
，
７
０
０
万
円

（
平
成
28
年
12
月
2
日
現
在
）

県
内
児
童
養
護
施
設
等
へ

　
　
　
　
　
新
米
１
ト
ン
を
寄
贈

28
年
産
水
稲

28
年
産
麦

共
済
金 

約
１
億
１
，
７
０
０
万
円

12
月
22
日
に
支
払
い

共
済
金 

約
１
億
５
，
７
０
０
万
円

12
月
22
日
に
支
払
い

感謝米贈呈式：阿部順治組合長（左）と
　　　　　　　県社会福祉協議会の髙橋勉会長。

光の園（別府市荘園）へお届けした時の様子。
右が施設長の松永忠さん。
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　NOSAIの建物共済には 火災共済 と 総合共済 の２種類があります。
　地震・津波・台風（風水害）・雪などの自然災害による事故は「総合共済」に加入してい
ないと補償が受けられません。思わぬ自然災害で建物が被害を受ける前に、備えを万全にし
ておきましょう。

地震などによる損害は
NOSAIの「総合共済」加入で補償！

建物共済の種類と対象となる主な事故

⃝ 地震等を除く自然災害では、
１万円または再取得価額の
５％の損害から共済金の支払
対象になります。

地震・津波・噴火
共済金額の30％を限度に
⃝ 建物は再取得価額の５％以上の損

害から、家具類は70％以上の損害
から共済金支払対象になります。

⃝ 共済金額の30％が支払限度と
なります。

火災共済（加入限度額　6,000万円）
火災、落雷、破裂・爆発、建物外部からの物体
の落下等、給排水設備の事故による水漏れ（蛇
口の締忘れ、老朽化は除く）、盗難によるき損・
汚損。

総合共済（加入限度額　2,000万円）
火災共済対象事故に加えて、右記の自然災害が
対象となります。

風水害・雪害等

応募要領

http://nosai.or.jp/nosai_kasou/70syunen_bosyu.html

応募用紙・その他詳細については、NOSAIのホームページをご覧ください。

趣旨

　NOSAI（農業共済）制度は、平成29年12月に70周年を迎えます。国の農業災害対策の基幹として、地
震や台風、豪雨、豪雪等の自然災害による損失の補填と損害の未然防止に努め、農業経営の安定と農業生産
力の発展に寄与してきました。制度70周年を機に、農政改革等の動きに適切に対応して制度機能の充実を図
り、農業・農村の展望を拓き、農家はもちろん国民全体に支持されるよう全国の組織を挙げて取り組みます。
　制度70周年を迎え、農業・農村の将来に向けて一層の機能発揮を目指すNOSAIを広くアピールするキャッ
チフレーズを公募します。

募集
内容

応募
方法

賞金等

　NOSAI制度の重要性と新たな時代に適
切に対応して役割を果たしていく姿勢がイ
メージでき、農家や広く国民が共感できる
フレーズで、未発表かつ自作した作品。

募集
締切

平成29年１月31日㈫
※郵送の場合当日消印有効

⃝	所定の応募用紙を使用し、郵便、ファックス、
電子メール等にて。
⃝	１人で複数の応募も可能。ただし、応募用
紙は１枚に１作品とします。

⃝最優秀作品１点：賞金10万円
⃝優秀作品　数点：賞金３万円
⃝選外賞：抽選により図書カード
　※	なお、同一の作品が応募され、入賞した

場合にはその中から抽選。

　　　　　　　   NOSAI制度70周年

     キャッチフレーズを大募集!
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子
牛
が
風
邪
を
ひ
き
や
す
い

時
期
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
風
邪
の
蔓
延

防
止
対
策
に
は
、
消
毒
剤
の
噴
霧

や
ワ
ク
チ
ン
接
種
等
様
々
な
対
策

が
あ
り
ま
す
。

　

風
邪
対
策
で
使
っ
て
き
た
５
～

６
種
類
の
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
ワ

ク
チ
ン
は
、
注
射
を
し
て
か
ら
効

果
が
出
る
ま
で
に
一
ヶ
月
程
か
か

り
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
新
し

い
ワ
ク
チ
ン
「
Ｔ
Ｓ
Ｖ-

２
」
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
Ｔ
Ｓ
Ｖ-

２
」
と
は
？

　

こ
の
ワ
ク
チ
ン
は
、
接
種
後

２
～
３
日
で
効
果
が
表
れ
る
「
即

効
性
」
が
一
番
の
利
点
で
す
。

鼻
腔
内
に
直
接
入
れ
る
こ
と
で
、

鼻
や
喉
の
粘
膜
の
防
御
力
が
早

期
に
高
ま
り
ま
す
。

　
「
牛
伝
染
性
鼻
気
管
支
炎
ウ
イ

ル
ス
」
と
「
牛
パ
ラ
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
３
型
ウ
イ
ル
ス
」
の
２

種
類
の
抗
原
し
か
入
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
多
頭
飼
育
の
農
場
で

は
、
子
牛
の
風
邪
の
蔓
延
防
止

や
重
症
化
防
止
を
目
的
と
し
た

使
用
が
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

注
射
の
ス
ト
レ
ス
が
な
い
と
い

う
利
点
も
あ
り
ま
す
。

　

寒
い
時
期
に
な
る
と
風
邪
が
蔓

延
す
る
状
況
に
悩
ま
れ
て
い
る
方

は
、
こ
の
よ
う
な
ワ
ク
チ
ン
も
あ

り
ま
す
の
で
試
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

飼
養
・
衛
生
管
理
も

お
忘
れ
な
く

　

子
牛
の
風
邪
の
予
防
に
は
ワ
ク

チ
ン
も
有
効
で
す
が
、
初
乳
や
ミ

ル
ク
を
十
分
に
飲
ま
せ
る
こ
と
や
、

牛
房
に
つ
い
て
は
ワ
ラ
等
を
多
め

に
敷
い
て
子
牛
を
暖
か
く
す
る
こ

と
が
最
も
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

風
邪
の
予
防
・
対
策
に
つ
い
て

の
ご
相
談
も
受
け
付
け
て
お
り
ま

す
の
で
、
家
畜
診
療
所
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

中西部支所家畜診療所

獣医師　大
おおこし

越　弘
ひろ

人
と

風邪の蔓延防止に鼻腔内投与型ワクチン診療所だより

還
付
金
詐
欺
っ
て
？

　
市
役
所
な
ど
の
公
的
機
関
を
名
乗
る
者
か
ら

電
話
が
掛
か
り
、「
医
療
費
の
還
付
金
（
払
い

戻
し
）
が
あ
る
の
で
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
行
っ
て
く
だ
さ

い
」
な
ど
と
説
明
し
、
電
話
越
し
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
の

操
作
を
行
わ
せ
、
犯
人
の
口
座
へ
の
振
込
を
行

わ
せ
る
詐
欺
を
還
付
金
詐
欺
と
言
い
ま
す
。

　

県
内
で
は
今
年
に
入
り
46
件
の
還
付
金
詐

欺
が
発
生
。
被
害
額
は
約
３
，
４
０
０
万
円

に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
（
11
月
15
日
現
在
）。
昨

年
に
比
べ
て
10
件
ほ
ど
増
加
し
て
い
ま
す
。

犯
人
の
手
口

　

犯
人
は
被
害
者
を
焦
ら
せ
、
警
備
員
の
い

な
い
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
誘
導
し
ま
す
。

　
還
付
金
詐
欺
の
被
害
者
は
、
自
宅
で
電
話
を

取
る
65
歳
以
上
の
女
性
で
す
。
そ
し
て
、
多
く

の
方
が
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
に
慣
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

犯
人
は
「
取
扱
番
号
」
な
ど
と
偽
っ
て
、

被
害
者
に
犯
人
の
口
座
へ
の
振
込
額
を
入
力

さ
せ
ま
す
。
そ
の
た
め
49
万
円
や
99
万
円
な

ど
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
よ
る
１
日
の
取
引
限
度
額
ぎ

り
ぎ
り
の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

利
用
限
度
額
を
引
下
げ
よ
う

　

高
額
の
振
り
込
み
を
行
う
こ
と
が
な
い
方

は
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
よ
る
１
日
あ
た
り
の
利
用
限

度
額
を
低
く
設
定
し
ま
し
ょ
う
。
大
分
銀
行

や
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
大
分
で
は
口
座
を
お
持
ち
の

支
店
窓
口
で
千
円
単
位
の
引
下
げ
が
で
き
ま

す
（
銀
行
に
よ
り
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
も
設
定
可
能
）。

高
齢
の
ご
両
親
が
い
る
ご
家
庭
で
は
、
息
子

さ
ん
娘
さ
ん
が
設
定
し
て
あ
げ
て
下
さ
い
。

「
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
還
付
金
」
は
１
０
０
％
詐
欺
で
す
。

気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

⃝還付の手続きの期限は今日までなので、急いでください。
⃝期限を過ぎましたが、本日中なら間に合いますよ。
⃝ 銀行窓口は込んでいるので、近くのスーパーのATMへ。（警

備員がいないため）
⃝ATMについたら操作方法を教えるので電話してください。

安全安心
地域づくり 「ATMで還付金の手続き」は詐欺

Ａ
Ｔ
Ｍ
の
利
用
限
度
額
を
引
下
げ
よ
う

後
ご と う

藤武
たけひこ

彦 室長

大分県警察本部
生活安全部生活安全企画課

安全・安心まちづくり推進室
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土地を守り、集落を支えたい

地域を守りたい

共
済
部
長
を
務
め
て
２
期
目
、
４
年

目
に
な
り
ま
す
。

　
最
近
、
各
地
域
で
高
齢
化
が
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
私
の
集
落
で
も
例
外
な
く

高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
農
業
者
で
は
、

40
代
の
若
手
が
私
を
含
め
３
人
だ
け
と
な

り
ま
し
た
が
、
幸
い
に
も
、
現
在
は
耕
作

放
棄
地
も
無
く
、
維
持
で
き
て
い
ま
す
。

　
私
自
身
、
主
食
用
米
約
９
ヘ
ク
タ
ー
ル

と
約
40
ア
ー
ル
の
畑
地
で
白
ね
ぎ
を
栽
培

し
て
い
ま
す
。
毎
年
、
８
月
か
ら
10
月
に

収
穫
期
を
迎
え
、
１
年
で
最
も
忙
し
い
時

期
と
な
り
ま
す
。
家
族
の
協
力
を
得
て
乗

り
切
っ
て
お
り
、
家
族
に
は
と
て
も
感
謝

し
て
い
ま
す
。

　
休
日
は
、
車
や
機
械
を
整
備
す
る
の
が

好
き
で
、
１
日
中
機
械
い
じ
り
を
し
て
い

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
新
し
い
農
機
具
も

導
入
し
た
の
で
、
長
く
使
え
る
よ
う
に

本
年
度
か
ら
共
済
部
長
と
損
害
評
価

員
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
以
前
は
水
稲
を
耕
作
し
て
い
ま
し
た

が
、
や
め
て
３
年
に
な
り
ま
す
。
農
機
具

を
持
っ
て
い
る
の
で
、
今
は
身
内
の
耕
作

を
共
同
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
の
農
業
は
価
格
の
低
迷
や
高
齢
化
な

ど
に
よ
り
年
々
農
業
者
が
減
り
、
休
耕
田

が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、

台
風
や
地
震
な
ど
予
想
も
出
来
な
い
災
害

が
全
国
的
に
発
生
し
て
い
ま
す
。
一
生
懸

命
に
作
っ
た
水
稲
な
ど
に
被
害
が
発
生
し

た
と
き
は
、
共
済
部
長
・
損
害
評
価
員
と

し
て
役
目
を
果
た
し
、
組
合
員
を
守
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

建
物
共
済
で
は
、
掛
金
が
安
い
の
で
、

私
の
地
区
に
お
い
て
は
加
入
者
が
多
く
、

高
額
加
入
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後

も
継
続
と
な
る
よ
う
補
償
の
充
実
を
心
が

し
っ
か
り
整
備
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　
飯
田
地
区
に
は
、
き
れ
い
に
整
備
さ
れ

た
良
い
農
地
が
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
か
げ
で
私
た
ち
も
家
族
だ
け
で
現
在
の

規
模
を
経
営
で
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
残
さ
れ
た
こ
の
土
地
を
し
っ
か
り
と

維
持
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
責
任
を
感
じ

て
い
ま
す
。

　
将
来
的
に
、
農
業
を
辞
め
て
い
く
先
輩

た
ち
か
ら
「
あ
の
わ
け
え
し
に
任
せ
れ
ば

大
丈
夫
」
と
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な

り
た
い
で
す
ね
。
ま
だ
ま
だ
規
模
拡
大
も

し
た
い
で
す
し
、
集
落
で
も
頼
ら
れ
る
存

在
に
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

け
推
進
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
私
は
現
在
、
杵
築
市
消
防
団
長
を
務
め

て
い
ま
す
。
団
長
と
し
て
３
年
、
地
元
消

防
団
に
入
団
し
て
か
ら
40
年
が
経
ち
ま

す
。
火
災
を
お
こ
さ
せ
な
い
よ
う
啓
蒙
活

動
や
訓
練
な
ど
、
地
域
を
守
る
こ
と
、
住

民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
守
る
こ
と

を
念
頭
に
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

六
百
人
の
団
員
の
安
全
確
保
や
団
の
組
織

作
り
な
ど
を
し
っ
か
り
や
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
共
済
部
長
と
し
て
組
合
員
を
守

り
、
消
防
団
長
と
し
て
杵
築
市
を
守
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

中西部支所（玖珠郡九重町 飯田地区）

徳
とくなが

永  孝
たかふみ

文さん（43） 担当戸数22戸

東部支所（杵築市）

香
か が わ

川  春
は る き

紀さん（62） 担当戸数６戸

トラクターの整備をする徳永さん

消防訓練で指揮をとる香川さん
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保
健
師
さ
ん
の
健
康
ア
ド
バ
イ
ス

急
性
膀
胱
炎

　

膀
胱
に
侵
入
し
た
細
菌
が
原
因
で
起
こ

り
、
そ
の
原
因
と
な
る
細
菌
の
約
８
割
が
大

腸
菌
で
す
。
若
い
女
性
や
閉
経
後
の
女
性
に

多
い
病
気
で
、
頻
尿
や
残
尿
感
、
排
尿
の
終

わ
り
に
ジ
ー
ン
と
し
た
痛
み
な
ど
の
症
状
が

現
れ
ま
す
。

治
療
方
法

　
抗
菌
薬
を
飲
む
の
が
主
流
で
、
薬
を
飲
め

ば
ほ
と
ん
ど
の
場
合
は
治
り
ま
す
が
、
薬
に

よ
っ
て
は
症
状
が
改
善
し
な
い
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
場
合
に
は
再
受
診
し
て
医
師

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

膀胱炎とは
　膀胱炎は、腎臓でつくら
れた尿をためて排出する膀
胱に炎症が起こる病気です。
急性膀胱炎、慢性膀胱炎、
間質性膀胱炎などのタイプ
があります。

慢
性
膀
胱
炎

　
男
性
に
多
く
み
ら
れ
、
膀
胱
結
石
や
尿
道

に
長
期
間
置
か
れ
た
カ
テ
ー
テ
ル
な
ど
の
異

物
が
原
因
で
起
こ
っ
た
り
、
薬
や
放
射
線
治

療
が
原
因
で
起
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
膀

胱
や
尿
道
に
異
物
が
あ
る
と
、
細
菌
が
住
み

着
き
、
膀
胱
炎
が
慢
性
化
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
症
状
は
急
性
膀
胱
炎
と
似
て
い
ま
す
が
、

薬
や
放
射
線
治
療
が
原
因
で
起
こ
る
も
の
は

血
尿
を
伴
い
ま
す
。

治
療
方
法

　

膀
胱
結
石
は
残
尿
が
原
因
で
発
生
す
る
こ

と
が
あ
る
た
め
、
膀
胱
結
石
の
治
療
と
と
も

に
、
残
尿
に
対
す
る
治
療
も
行
い
ま
す
。
カ

テ
ー
テ
ル
が
原
因
の
場
合
は
、
発
熱
な
ど
の

症
状
が
出
た
ら
抗
菌
薬
で
治
療
し
ま
す
。
薬

剤
性
は
原
因
と
な
る
薬
の
使
用
を
や
め
、
放

射
線
性
に
は
高
圧
酸
素
療
法
が
行
わ
れ
ま
す
。

間
質
性
膀
胱
炎

　

原
因
は
は
っ
き
り
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
短
時
間
に
何
度
も
ト
イ
レ
に
行
き
た
く

な
る
激
し
い
頻
尿
や
尿
が
た
ま
る
に
つ
れ
て

痛
み
が
進
む
な
ど
の
症
状
が
現
れ
ま
す
。
ま

た
、
残
尿
感
が
あ
り
、
白
血
球
が
多
く
出
る

の
で
尿
が
白
く
に
ご
り	

、
尿
に
綿
状
の
も
の

が
混
じ
り
ま
す
。

治
療
方
法

　
症
状
を
軽
減
さ
せ
る
た
め
に
薬
の
使
用
や

手
術
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
膀
胱
炎
は
タ
イ
プ
に
よ
っ
て
は
自
然
治
癒

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
再
発
を
繰
り
返

し
た
り
悪
化
し
た
り
す
る
前
に
、
気
に
な
る

症
状
が
あ
っ
た
ら
、
早
め
に
専
門
医
（
泌
尿

器
科
）
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　
日
田
医
師
会
立　
日
田
検
診
セ
ン
タ
ー

保
健
師　
渡
辺　
綾
子

膀ぼ
う
こ
う
え
ん

胱
炎

膀
胱
炎
の
タ
イ
プ
と
治
療

再
発
を
予
防
す
る

た
め
の
ポ
イ
ン
ト

□
ト
イ
レ
で
は
前
か
ら
後
ろ
に
向

か
っ
て
拭
く

□
性
行
為
前
は
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
、

後
に
は
早
め
に
排
尿
す
る

□
尿
も
れ
用
パ
ッ
ド
や
生
理
用
ナ
プ

キ
ン
は
こ
ま
め
に
交
換
す
る

□
便
秘
に
注
意
す
る
（
便
が
大
腸
に

長
く
と
ど
ま
る
と
大
腸
菌
が
増
え

る
た
め
）

□
温
水
洗
浄
便
座
を
使
用
す
る
場
合

は
、
大
腸
菌
が
尿
道
に
入
ら
な
い

よ
う
尿
道
口
も
よ
く
洗
浄
す
る
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季
節
に
応
じ
て
「
こ
ん
に
ゃ
く
」
や
「
じ
り
焼
き
」

な
ど
も
作
っ
て
お
り
、
こ
ち
ら
も
お
す
す
め
。

　
販
売
は
加
工
所
の
ほ
か
に
、
竹
田
市
内
の
道
の

駅
や
ト
キ
ハ
本
店
・
わ
さ
だ
タ
ウ
ン
な
ど
県
内
各

地
で
も
販
売
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
隣
接
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ふ
る
さ
と
薬

膳
あ
じ
か
野
」
で
は
、
地
元
で
採
れ
た
野
菜
や
山

菜
な
ど
を
使
い
、
薬
膳
バ
イ
キ
ン
グ
を
提
供
。
予

約
で
の
み
受
付

し
て
い
る
。

　

渡
部
さ
ん

は
、「
従
業
員

一
丸
と
な
っ
て

お
い
し
い
手
作

り
ま
ん
じ
ゅ
う

を
作
っ
て
い
ま

す
」
と
笑
顔
。

転
オ
ー
プ
ン
し
た
。
地
元
宇
佐
市
の
食
材
を

使
っ
た
料
理
が
楽
し
め
る
サ
ロ
ン
だ
。

　
代
表
理
事
の
衞
藤
め
ぐ
み
さ
ん
は
「
こ
こ
に

来
て
ご
飯
を
食
べ
る
と
元
気
に
な
る
、
と
言
っ

て
も
ら
え
る
の
が
な
に
よ
り
嬉
し
い
で
す
ね
」

と
話
す
。

　
食
事
に
は
事
前
に
予
約
が
必
要
だ
が
、
そ
の

分
細
か
な
要
望
も
受
け
付
け
て
お
り
、
一
般
的

な
定
食
メ
ニ
ュ
ー
の
ほ
か
に
も
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
な

ど
大
人
数
で
の
食
事
会
に
も
対
応
で
き
る
。

　
同
店
で
は
火
・
土
曜
に
地
域
の
高
齢
者
向
け

の
料
理
教
室
を
催
し
、
地
元
の
高
校
生
へ
の
食

育
活
動
も
積
極
的
に
行
な
っ
て
い
る
。

　
「
ま
だ
ま
だ
途
上
な
の
で
、
今
後
は
ジ
ビ
エ

（
狩
猟
肉
）
を
は
じ
め
、
様
々
な
も
の
を
取
り

入
れ
て
提
供
で
き
る
よ
う
に
活
動
中
で
す
」
と

衞
藤
さ
ん
。

昔
な
が
ら
の
味
を
提
供
し
た
い

　
竹
田
市
刈
小
野
に
あ
る
「
あ
じ
さ
い
農
産
加

工
所
」
で
は
、
手
作
り
『
酒
ま
ん
じ
ゅ
う
』
を

製
造
販
売
し
て
い
る
。

　
『
酒
ま
ん
じ
ゅ
う
』
は
、
昔
か
ら
家
庭
で
よ
く

作
ら
れ
て
い
た
も
の
で
、「
昔
な
が
ら
の
味
を
知
っ

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
始
め
た
」
と
代

表
理
事
の
渡
部
千

代
美
さ
ん
は
話
す
。

深
夜
０
時
か
ら
仕

込
み
を
は
じ
め
、

毎
日
約
９
０
０
個

を
出
荷
す
る
人
気

商
品
だ
。

　

加
工
所
で
は
、

元
気
に
な
る
場
所

　
宇
佐
市
院
内
町
下し

も

恵え

良ら

の
国
道
３
８
７
号

線
沿
い
に
あ
る
、
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
「
下
恵

良
食
育
サ
ロ
ン
」。

　
同
店
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「A

m
aR
i

」
が
、

「
食
」
を
通
じ
て
地
域
住
民
が
交
流
す
る
場

を
提
供
し
た
い
と
開
設
し
、
今
年
３
月
に
移

昔
な
が
ら
の
家
庭
の
味
を

「
あ
じ
さ
い
農
産
加
工
所
」

笑
顔
が
あ
つ
ま
る
　
地
域
の
憩
い
の
場

「
下
恵
良
食
育
サ
ロ
ン
」

「是非いらしてください」と従業員の皆さん

テキパキと料理を作る衞藤めぐみさん
サロンに来ていたお客さんからは
「ここにくるのが楽しみ」との声が

５個入り550円で販売（税抜き）

季節に応じた商品もおすすめ

鶏ハムの赤ワインソース添え
栗のスープに、シラスの炊き込みご飯

あじさい農産加工所
℡ 0974-66-3922
竹田市刈小野
※竹田市天神交差点から県道638号を久住方面に約10km
営業時間／販売　８：00～17：00
　　　　　食事　要予約（10名以上から）
定 休 日／年中無休

あじさい
農産加工所

442442

5757

502502
699

638

47

〶宮城簡易
郵便局

天神交差点

竹田市立
城原小学校

409

27

下恵良食育サロン
387387

南院内郵便局〶

院内郵便局〶

宇佐市立南院内小学校

下恵良食育サロン
℡ 0978-42-6066
宇佐市院内町下恵良745-３
営業時間／予約にて営業
　　　　　※火・土曜は料理教室のため不可
料　　金／一食1,000～1,500円程度
　　　　　※料理は応相談
予約人数／５名以上30名以内にて受付
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日
田
市
大
鶴
で
チ
ン
ゲ
ン
菜
の
ハ
ウ
ス
栽
培
を
行
う
平
川
農
園
。

　
父
親
の
秀
一
さ
ん
が
栽
培
を
始
め
て
、33
年
目
を
迎
え
、「
は
じ
め
は
10
ア
ー

ル
ほ
ど
で
し
た
」
と
い
う
栽
培
面
積
は
、現
在
67
ア
ー
ル
ま
で
拡
大
し
て
い
る
。

　
「
い
つ
か
農
業
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
」
と
い
う
正
博
さ
ん
は
、
５
年
前

に
就
農
。
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
両
親
の
手
伝
い
を
し
て
い
た
そ
う
で
、「
慣
れ
る

の
は
早
か
っ
た
で
す
」
と
す
ぐ
に
順
応
。
秀
一
さ
ん
も
「
力
仕
事
を
任
せ
ら
れ

る
の
で
と
て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
」
と
頼
り
に
し
て
い
る
。
生
産
量
も
、
正
博

さ
ん
が
就
農
し
て
か
ら
３
割
ほ
ど
増
え
た
と
い
う
。

　
正
博
さ
ん
は
、
以
前
に
営
業
職
を
し
て
い
た
経
験
か
ら
、
得
意
分
野
を
活

か
し
て
自
ら
営
業
に
回
り
、
販
路
を
拡
大
し
て
い
っ
た
。

　

将
来
は
栽
培
面
積
も
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
ほ
ど
ま
で
拡
大
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
同
農
園
で
若
者
に
研
修
で
き
る
場
を
設
け
、
チ
ン
ゲ
ン
菜
を
広

め
て
生
産
グ
ル
ー
プ
を
作
り
た
い
と
の
夢
も
持
っ
て
い
る
。

今月号の表紙

ハガキまたはEメール
に下記の①～⑤を記入
いただき、お申し込み
ください。当選者は発
送をもって発表にかえ
させていただきます。
①クイズの答え
② 感想や１番よかった

記 事、NOSA Iへ の
質問や要望

③郵便番号、住所
④氏名、年齢
⑤電話番号
●ハガキのお送り先

〒870-0822
大分県大分市大道町
３丁目１番１号
大分県農業共済組合
広報係

●Eメールのお送り先
　 kirari@nosai-oita.jp

Q.問題
NOSAIの建物共済には「火災共済」と地震・津波・台風（風
水害）・雪などの自然災害を対象に加えた「○○共済」の２
種類があります。何というでしょうか？
（カタカナで記載してください）

【応募の締め切り】
2017年１月31日（火）　（消印有効）
【第13号（11月号）クイズの正解】　センヨウヒンシュ

「国東産オリーブの
無添加石鹸（桐箱付1個）」

□□□□共済

「肌の弱い方やお子様でも安心してお使いいただけますよ」と
スタッフの皆さん

正解者の中から抽選
で

５名様にお贈りします
。

ヒント：10ページの上段を見てね！

　応募総数112通のうち、正解者は110通でした。
抽選の結果、５名の方に「花と岬の贈り物・無添加
オイルで作った加工品３本セット」をお贈りしました。

里の駅ふるさと市場Ｒ213（国東市安岐町）

•父　平　川　秀
しゅう

　一
いち
さん（65）

•母　　　　　月
つき
　子

こ
さん（59）

•本人　　　　正
まさ
　博

ひろ
さん（35）

•妻　　　　　典
のり
　子

こ
さん（36）

•長女　　　綾
あや
ちゃん （６）

•長男　　　瑛
えい
　太

た
くん （４）

•次男　　　武
たける

くん （１）

《日田市　平川さんファミリー》

国 東 産 の オ リ ー ブ オ イ ル で
作った天然素材の貴重な完全
無添加石鹸です。
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由布市湯布院町
みぞ ぐち　　　とよ とし

溝口　豊敏さん（40）

　「
日
本
で
は
、
子
ど
も
の
６
人
に
１
人
が
相

対
的
貧
困
状
態
」と
い
う
話
を
聞
い
た
。食
糧

に
困
っ
て
い
る
人
が
い
る
一
方
で
、
品
質
に

問
題
が
な
い
食
品
の
廃
棄
は
年
間
８
０
０
万

ト
ン
に
上
る
と
い
う
。余
っ
て
い
る
食
べ
物

を
困
っ
て
い
る
人
へ
届
け
る
「
フ
ー
ド
バ
ン

ク
」の
取
り
組
み
が
全
国
で
広
が
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
昨
今
で
は
地
域
で
子
ど
も
に
食
事

を
提
供
す
る「
子
ど
も
食
堂
」の
設
立
も
増
え

て
い
る
。大
分
市
で「
つ
る
子
ど
も
食
堂
」を

運
営
す
る
大
分
県
医
療
生
協
の
山
下
藍
さ
ん

は
、「
困
難
を
抱
え
る
子
ど
も
の
た
め
の
食
堂

と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
と
子
ど
も
達

が
繋
が
る
場
に
し
た
い
と
活
動
し
て
い
ま

す
。誰
で
も
気
軽
に
遊
び
に
き
て
ほ
し
い
」と

話
す
。同
食
堂
は
毎
月
第
４
土
曜
日
に
中
学

生
以
下
は
０
円
で
食
事
を
提
供
し
て
い
る
。

　
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
た「
食
」の
問
題

を
知
り
、
あ
ら
た
め
て「
農
業
」の
重
要
性
や

地
域
と
の
繋
が
り
の
大
切
さ
を
考
え
さ
せ
ら

れ
た
。
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がんばる若者を応援します！ ①現在の仕事内容
②仕事で苦労したこと
③仕事で喜びを感じること

④自分のチャームポイント
⑤休日の過ごし方
⑥10年後の自分は？

①中山間地で主食用米約３
ヘクタール、原木乾燥椎茸
約700㎏、ほうれん草約25
アールを栽培しています。

②平成28年の３月から本格
的に就農しました。草刈な
どの体力作業が大変です。

③自分で育てた農作物を収
穫できたときですね。

④なんでも吸収しようと頑
張っている姿。

⑤子どもと遊び回っています。
⑥中山間地ならではの省力

化に取り組み、規模拡大を
目指します。

杵築市
ふじ  わら　　　みつ あき

藤原　光章さん（30）

杵築市
ふじ  わら　　　みつ あき

藤原　光章さん（30）

①イチゴを20アール栽培し
ています。

②苗の管理や出荷の準備を
していますが、人手が欲し
いところです。

③イチゴの苗の成長を見る
たびに喜びを感じます。

④笑顔　　
⑤友達と飲み会、ドライブ。
⑥イチゴもそうですが、人間

としても「成長」していたい。

①イチゴを20アール栽培し
ています。

②苗の管理や出荷の準備を
していますが、人手が欲し
いところです。

③イチゴの苗の成長を見る
たびに喜びを感じます。

④笑顔　　
⑤友達と飲み会、ドライブ。
⑥イチゴもそうですが、人間

としても「成長」していたい。

【作り方】
①貝柱、きくらげ、ハムを水とスープの素で煮る。
②牛乳を入れ、塩・こしょうで味付けし、水とき片

栗粉でとろみをつける。
③ゆでたチンゲン菜を入れ、仕上げにゴマ油を加える。
※具材はおこのみで工夫してみてください。

【材料】（１人前）

チンゲン菜と
　貝柱のクリーム煮

農業のかたわら、地域活動栄養士
として活躍している。

さとう　ひろみレシピ提供
竹田市荻町 佐藤 弘美さん

「NOSAIおおいた」は、大分県農業を支える農業共済組合です

2017年

NOSAIおおいた広報紙「きらり」 1vol.14

災
害
に
学
ぶ  
大
分
県
防
災
対
策
室
よ
り

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ  
組
合
長
理
事  

阿
部 

順
治

特　集

チンゲン菜 …………………… 50g
冷凍貝柱（Sサイズ）…………… 50g
きくらげ（もどしたもの） …… 少々
ハム …………………………… １枚
中華スープの素 ……………… ２g
水 ……………………………… 1/2カップ
牛乳 …………………………… 1/2カップ
ゴマ油 ………………………… １g
塩・こしょう …………………… 適量
水とき片栗粉 ………………… 適量
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